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Ⅰ．はじめに

　バスケットボールのゲームでは、一方の
チームが流れをつかむと、立て続けにポイ
ントを決めたり、相手チームのミスを誘発
させたりする傾向があります。流れをつか
む要因として、自チームの選手の好プレー
や、相手チームの選手のミス等のプレー上
の要因や、コーチによるタイム・アウトに
おける作戦面の要因等があげられます。こ
れらによる流れの争奪は双方のチームの関
係者によるものであり、ゲームの醍醐味で
す。しかし、この流れを左右する要因とし
て外的要因によるものがあります。それが
スコアラー、アシスタント・スコアラー、
タイマー、24秒オペレーターから編成され
るテーブル・オフィシャルズ（T.　 O.　 ）の
ミスによるゲームの中断等です。このT.　 O.　
は、競技レベルの高い全国大会等では技能
の高い者を雇い行っていますが、それ以外
の地方大会等では参加チームが分担してい
るのが現状です。その為、T.　 O.　 のミスに
よるゲームの中断や、ルールに従わないま
まゲームを進行している状況が目立ちま

す。そこで本研究では、試合中実際にT.　 O.　
を担当した者に対してルールの理解度を調
査・指導を実施することによって、T.　 O.　
技能の向上を目指した取り組みを実施しま
した。

Ⅱ．方法

　Ｋ地区大学バスケットボール１部リーグ
戦（インカレ予選）の最終節４試合×２日
の計８試合を対象試合としました。対象者
は、１日目の４試合において、T.　 O.　 に携
わった部員14名（男子４名、女子10名）で
した。担当の内訳は、スコアラー４名、タ
イマー４名、24秒オペレーター４名、アシ
スタント・スコアラー２名でした。対象者
への調査手順を示したものが図１です。

Ⅲ．結果及び考察

　今回作成した、T.　 O.　 に必要なルールの
質問項目および答が表１です。対象者14名
のルールの理解度は全21項目中、正答率は
75.2±16.2％でした。本来100％の理解度
で臨むべきものを75.2％という数値はイン
カレ出場を決める重要な試合において不十
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　　□�バスケットボールのテーブル・オフィシャルズ技能向上へのアプローチ
　　　－ルールの理解度向上による効果－



図１　ルール改定前後の得点の変化

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

図１　テーブル・オフィシャルズへの調査手順

表１　2011 年度ルール改正に伴うテーブル・オフィシャルズのルールの理解度についての調査項目



分な数値でした。
　試合中のミスの要因に関しては、ルール
の理解不足と集中の欠如の２つに分けられ
ました。ルールの指導実施前は12回（１試
合平均3.0±2.3回）のミスのうち理解不足
によるものが３回、集中の欠如によるもの
が９回でしたが、実施後は４回（１試合平
均1.0±0.8回）のミスのうち理解不足が０
回、集中の欠如が４回と大幅に減少しまし
た。ミスは無くなることが理想ですが、今
回指導を実施したことでルールの理解度が
高まり、T.　 O.　 に対して意欲的に取り組め
たことがミスの回数の減少につながったと
考えられます。
　対象者に、ルールの指導実施前後のゲー
ム中のT.　 O.　 実践への意識を比較したのが
図２です。「興味を持って取り組んだ」と
いう設問は実施前の結果が3.6±1.2点でし

たが、実施後の結果は4.5±0.9点と、１点
近く増加し有意差が認められました（ｐ＜
0.01）。また、「簡単だった」、「自信を持っ
て実施できた」、「今後もこの役割を担当し
たい」という設問においても、実施後が実
施前よりも有意に増加していました（ｐ＜
0.05）。以上のことから、今回の取り組み
がT.　 O.　 の技能向上に有益であったと考え
られました。
　なお、本研究の詳細は、スポーツパフォー
マンス研究（http://sports-performance.jp/）
に掲載されていますので、お立ち寄り下さ
い。

これからの研究の展望

　今後も、スポーツ実践に役立つアイデア
を、論文として掲載していきたいと思いま
す。
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図２　テーブル・オフィシャルズ担当者への指導実施前後の意識の比較


